
厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

令和 2年 2月 17日

Fロ

東京

総長

五

次の職員の令和  年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況 Ω管理につ

いては以下のとおりです。           )

1.研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名  骨粗髯症の予防及び検診提供体制の整備のための研究 :エ ビデンスに基づく持続可能で

効果的な骨粗髯症検診体制の構築

3.研究者名 (所属部局・職名) 医学部附属病院・教授

(氏名・フリガナ) 田中 栄・タナカ サカエ

4.倫理審査の状況

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム ,遺伝子解析研究に関する倫理指針 ■   □ ■ 東京大学 □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) ■   □ ■ 東京大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当た り遵守すべき倫理指針 に関する倫理委 員会の審杏が済ス′でいる場合は、「審杏済み |)F手
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。

(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由 : )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関 : )

当研究に係るCOIに ついての報告 。審査の有無 有 ■ 無 □ (無 の場合はその理由 : )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 鉦
小 )□ ■ (有 の場合はその内容 :

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令不日2年3月 4日
厚生労働大臣 殿

次の職員の令和元年度 厚生労働科学研究費補助金

理については以下のとおりです。

の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

川崎医科大学

学長

1.研究事業名

2.研究課題名

3.研究者名

4.倫理審査の状況

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □    ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象 とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □    ■ □ □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由 :
)

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関 : )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由 :

)

当研究に係るCOIに ついての指導 。管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                  )

(留意事項)



厚生労働大臣

橿壼療竃量農曇軍縫雲行
所長)殿

ノれに2年 2月  夕日

機関名 安田女子大学

所属研究機関長 職 名

氏 名

次の職員の令和 元 年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査抹況及び利益相反等の管理に
ついては以下のとおりです。

1.研究事業名

2.研究課題名

効果的な骨粗縣症検診体制の構築 (19FA1010

3.研究者名

4.倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」|['15ソ 手を言T:
その他 (特記事項)

場合は、「審査済み」にチェッ

2肇堕2と金2壁究 :エ ビデンスに其づ

(氏名 。フリガナ) 藤原佐枝子 フジフラサエコ

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関      1某 審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □
□

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □
□

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※の □   ■ □
□

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針 □   ■ □

□

てυり他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □
□

九 て 大 地 90に 当 た り遵 守 す き倫理指針に関す 倫理委員 査が済んでい

(※2)未審査に場合は その理由を記載すること。             ~~~~~~~一 ―
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 □ 無 ■ (無の場合はその理由 :準備中 2020年 4月 から施行 )

有 □ 無 ■ (無の場合は委託先機関 :東京大学

有 ■ 無 □ (無の場合はその理由 :

有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :

)

)

)

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIに ついての指導 。管理の有無

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

該当する□にチェックを入れること。



令和 2年 3月 6日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名

2.研究課題名

3.研究者名

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

4.倫理審査の状況

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

(本 1,当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み |にチ

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載爾琵死亜亜
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

(留意事項) 。該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無 の場合はその理由 :
)

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関 : )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由 : )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 征
小 )

■ (有の場合はその内容 :



厚生労働大臣

旧童療種量曇暑軍農雲行
所長)殿

令和2年 2月 26日

機関名 女子栄養大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 香川

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい
ては以下のとおりです。

９

″

つ
０

4.

1.研究事業名 厚生労働科学研究費補助金 (循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 )

研究課題名 骨粗丞症の予防及び検診提供体制の整備のための研究 :エ ビデンスに基づく持続可能で効

果的な骨粗髪症検診体制の構築 (19FA1014)

研究者名  (所属部局・職名) 栄養学部・教授   __ _ _

(氏名 。フリガナ) 上西一弘・ウエニシカズヒロ

倫理審査の状況

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

審査済み」にチェッ

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □
□

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (※ 3) □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

看η`当該研究そ実施するに当た り遵守すベき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場 「

に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

当該項目に記入すること。

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由:
)

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関 :

)

当研究に係るCOIに ついての報告 。審査の有無 有 □ 無 ■ (無 の場合はその理由:現在は文献検索と検討を行っているため)

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容 :                 )

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 2年 6月 11日
厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

東京大学

総長

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及

ては以下のとおりです。

1.研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業

2.研究課題名  骨粗髪症の予防及び検診提供体制の整備のための研究 :エ ビデンスに基づく

持続可能で効果的な骨粗髪症検診体制の構築

3.研究者名

(氏名・フリガナ) 小川 純人 。オガワ スミト

41倫理審査の状況

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 □   ■ □ □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 (× 3) □   ■ □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェじ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること:

その他 (特記事項 )

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5,厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 日  未受講 □

6.利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由 : )

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 □ (無の場合は委託先機関 : )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □(無の場合はその理由: )

当研究に係るCOIに ついての指導 。管理の有無 有 □ )
笹 ■ (有 の場合はその内容 :

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 2年 6月 11日
厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

東京大学

総長

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及

ては以下のとおりです。

1.研究事業名

2.研究課題名

3.研究者名

持続可能で効果的な骨粗豚症検診体制の構築    :

4.倫理審査の状況

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1〉

審査済み   審査した機関 未審査 (※ 2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ■   □ ■ 東京大学 □

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □   ■ □ □

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針 〈※Э ■   □ ■ 東京大学 □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
□   ■ □ □

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               ) □   ■ □ □

(※ 1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫lFT委 員会の審杏が済ス′でいる場合は、「場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項)

(※ 2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(× 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について      。

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6:利益相反の管理

当研究機関におけるcOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由 : )

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 口 (無の場合は委託先機関 : )

当研究に係るCOIに ついての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無 の場合はその理由 : )

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 征
（ )回 ■ (有 の場合はその内容 :

(留意事項) ・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。


